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とき・7/12（土）～10/13（月・祝）
ところ・2階展示室
内容・Nerhol（ネルホル）は、グラフィックデザイナーの田中義久
（1980‒）と彫刻家の飯田竜太（1981‒）により2007年に結成
されたアーティストデュオです。連続写真や映像から抽出し
た画像の出力紙の束を彫り刻む独自の制作手法を基軸としつ
つ、その観測範囲を他者や他領域と接合し、時空間を超えた因
果関係の複雑な絡み合いや、不可視化された物語までも語り
うる豊かな表現へと深化させてきました。これまでの表現活
動の歩みを振り返った千葉市美術館における個展（2024）を
経て、新作・未発表作を中心に構成するこの展覧会は、彼らの
多層的な探究の現在地と表現言語の新たな展開を目撃する機
会となるでしょう。
観覧料・一般1400円（1120円）、大高生1120円（900円）
　※ (　)内は20名以上の団体料金
　※ 中学生以下と障害者手帳等をご提示の方(付き添い1名を含む)は無料
　※ 企画展観覧券（ぐるっとパスを除く）をお持ちの方は、併せてMOMASコレク
ションもご覧いただけます。

《関連イベント》
　事前申込制イベントの詳細や申込方法は、当館ホームページ
をご覧ください。
◯ アーティスト・トーク
　登壇者・Nerhol（田中義久、飯田竜太）、大浦周（当館学芸員）
　とき・7/20（日）15：00～16：30（開場は14：30）
　ところ・2階講堂／定員・80名(当日先着順)／費用・無料
◯ ワークショップ①
　講師・Nerhol（飯田竜太）
　とき・8/17（日）10：30～12：00
　ところ・3階創作室／定員・15名(事前申込制・要参加費)
　対象年齢・5歳～小学6年生　※中学生もお申込みいただけます。
◯ ワークショップ②
　講師・Nerhol（飯田竜太）
　とき・8/17（日）17：00～19：00
　ところ・2階講堂／定員・20名(事前申込制・要参加費)
　対象年齢・高校生以上
◯ 担当学芸員によるギャラリートーク
　とき・8/31（日）、9/20（土） 各15:00から30分程度
　ところ・2階展示室／費用・企画展観覧料が必要です。

「磯崎新クリアファイル」のご紹介です。
バッグの中で折り目をつけたくない書類を持ち歩くときなど、
日常使いに便利なA4サイズ。カッコいい磯崎作品を身近に感じ
ることができそうです。デザインは3種類です。還元シリーズ 北
九州市立美術館（作品名《MUSEUM-Ⅱ》）と《内部風景III 増幅性
の空間 ―アラタ・イソザキ》は当館所蔵作品です。
 【左】版画 還元シリーズ 北九州市立美術館
 【中】版画 内部風景III 増幅性の空間 ―アラタ・イソザキ
 【右】北九州市立美術館 アクソメトリック図
　（平面図を傾けて高さ方向の寸法を加えた立体図）

とき・6/7（土）～8/31（日）
ところ・１階展示室
観覧料・一般200円（120円）、大高生100円（60円）
　※ (　)内は20名以上の団体料金
　※ 中学生以下と障害者手帳等をご提示の方(付き添い1名を含む)は無料
　※ 6/7（土）～6/19（木）は、埼玉県美術展覧会（県展）開催中のため半額
◇ セレクション
　ピカソ ほか
◇ 特集：デビュー50周年記念 山本容子
　山本容子の初め
ての個展から、今
年で50年を迎え
ます。デビュー当
時を振り返りつ
つ、1970年代後
半から80年代半
ばまでの初期作
品をご紹介しま
す。

《関連イベント》
◯ アーティスト・トーク
　講師・山本容子（出品作家）／聞き手：担当学芸員
　内容・デビュー当時の様子や初期作品について、作者が語りま
す。
　とき・7/27（日）15：00～16：30（開場は14：30）
　ところ・2階講堂／定員・80名(事前申込制)／費用・無料
　申込方法・電子申請による事前申込制。当館ホームページか
ら、お申込みください。

　※申込開始は7/1（火）から。1申込につき1人。先着順。
◯ コレクション・トーク
　内容・学芸員が展示作品から1点を選んで解説します。
　費用・MOMASコレクション観覧料が必要です。
　① とき・6/28（土）15：00～15:30
　担当学芸員・篠原優
　作品・上村次敏 《サン・マルコ広場》 1985年
　② とき・7/5（土）15：00～15:30
　担当学芸員・平野到
　作品・山本容子 《Papa's and Mama's 〈JUNE BRAND '75〉》
1975年
　③ とき・8/24（日）15：00～15:30
　担当学芸員・大越久子
　作品・斎藤三郎 《敗戦の自画像》 1948年

とき・9/6（土）～11/30（日）
ところ・１階展示室
観覧料・一般200円（120円）、大高生100円（60円）
　※ (　)内は20名以上の団体料金
　※ 中学生以下と障害者手帳等をご提示の方(付き添い1名を含む)は無料
◇ セレクション
　フジタ ほか
◇ アーティストの絵本
　元永定正やタイガー立
石の版画作品と絵本を
あわせて展示します。
◇ MOMASの動物園
　動物をモチーフにした
作品が大集合！ 
　動物に向けた作家の眼
差しや人間と動物の関
係を読み解きます。

《関連イベント》
◯ コレクション・トーク
　内容・学芸員が展示作品から1点を選んで解説します。
　費用・MOMASコレクション観覧料が必要です。
　① とき・9/21（日）15：00～15:30
　担当学芸員・吉岡知子
　作品・フェルナン・レジェ 《誕生日》 1950年頃

とき・7/12（土）～8/24（日）
ところ・１階エントランスロビー
内容・夏休み限定の子供向け受付「MOMASステーション」を設
置します。初めて美術館に来る子供たちや、美術館に関する宿
題がある子供たちに、美術館を楽しむためのワークシートや
参考になる資料を提供したり、研修を受けたボランティアス
タッフが相談に応じたりします。お気軽にご利用ください。お
待ちしております。

《MOMASのとびら サマー・アドベンチャー 関連イベント》
◯ 丸シールでいろいろな世界を描こう！
　とき・7/27（日）～7/31（木） 10:00～12:30、13:30～16:00
　内容・丸シールで風景に合う生き物等を作成します。
　ところ・地階一般展示室1／対象・どなたでも／費用・無料

フリープログラム以外は、全プログラム事前予約制です。
当館ホームページからお申込みください。
《8月のプログラム》 サマー・アドベンチャー
　8月分のお申込みを7/1（火）から受け付けます。
◯ 丸シールでアート作品に挑戦！
　とき・8/2（土） 10:30～12:30、14:00～16:00
　講師・大村雪乃（現代美術家）
　対象・小学生～大人／費用・無料
◯ フリープログラムDAY　※事前申込み不要
　とき・8/9（土） 10:30～12:00、14:00～15:30
　対象・どなたでも／費用・無料（高校生以上は、MOMASコレク
ション観覧料が必要なプログラムがあります。）
◯ みる＋つくる（特別版）
　とき・8/16（土） 13:30～15:00
　対象・小・中学生／費用・無料
◯ マイハンド、夏の冒険物語！
　とき・8/23（土） 10:30～15:00
　講師・對木裕里（美術作家）
　対象・小学3年生～大人／費用・無料
《9月のプログラム》
　9月分のお申込みを8/1（金）から受け付けます。
◯ フリープログラム　※事前申込み不要
　とき・9/13（土） 13:30～15:00
　対象・どなたでも／費用・無料
◯ 彫刻あらいぐま
　とき・9/20（土）、27（土） 各13:30～15:00
　対象・小・中学生＋保護者／費用・無料
《10月のプログラム》
　10月分のお申込みを9/1（月）から受け付けます。
◯ 親子クルーズ
　とき・10/4（土）、25（土） 各13:30～15:00
　対象・小・中学生＋保護者／費用・500円
◯ フリープログラム　※事前申込み不要
　とき・10/11（土） 13:30～15:00
　対象・どなたでも／費用・無料
※ 応募が定員以上の場合は、抽選とさせていただきます。
※ 開催日が複数あるプログラムは、いずれも同じ内容を実施します。複数の実施日
にお申込みできますが、ご参加いただくのはそのうち１日のみとなります。

※ 日程・内容は変更される場合があります。最新の情報は各主催者へお問い合わせ
ください。

※ 展示により開室時間（特に最終日の終了時刻）が異なります。
◆ 7/1(火)～7/6(日)
　第44回埼玉県高等学校写真連盟写真展 ・・・・・・・ 一般展示室1
　第10回椿会作品展 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 一般展示室4
◆ 7/8(火)～7/13(日)
　第23回埼玉独立展 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 一般展示室1
　2025埼玉モダンアート展 ・・・・・・・・・・・・・・・ 一般展示室2～3
　新洋画会埼玉支部展 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 一般展示室4
◆ 7/15(火)～7/20(日)
　第51回埼玉二紀展 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 一般展示室1～4
◆ 7/22(火)～7/27(日)
　第30回基の会展 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 一般展示室2
　第35回白の会洋画展 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 一般展示室3
　第14回五彩展 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 一般展示室4
◆ 7/29(火)～8/3(日)
　恒星個展「万画越境」 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 一般展示室4
◆ 8/5(火)～8/10(日)
　第59回埼玉平和美術展 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 一般展示室1～4
◆ 8/12(火)～8/17(日)
　埼玉の版画家5人展 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 一般展示室4
◆ 8/19(火)～8/24(日)
　Ｇ.Ｓ.ＫＡＢＩＲ展 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 一般展示室4
◆ 8/20(水)～8/24(日)
　第37回墨芳展、第11回墨芳会学生書道展 ・・・ 一般展示室1・3
◆ 8/26(火)～8/31(日)
　第61回全展 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 一般展示室2～3
◆ 9/2(火)～9/7(日)
　公募ＺＥＮ展（第9回） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 一般展示室1
　第63回公募新構造埼玉展 ・・・・・・・・・・・・・・・・ 一般展示室2～4
◆ 9/12(金)～9/14(日)
　第68回埼玉書道展　併催高等学校臨書の部 
　 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 一般展示室1～4
◆ 9/16(火)～9/21(日)
　ムサ美埼玉2025展 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 一般展示室1
　第24回美術協会純展・埼玉支部展 ・・・・・・・・・・・・ 一般展示室2
　第15回ニッコールクラブさいたま支部写真展
　 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 一般展示室4
◆ 9/23(火・祝)～9/28(日)
　第42回埼玉県写真サロン ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 一般展示室1
　第17回フォトサークル・オプト写真展 ・・・・・・・・ 一般展示室2
　フォトグループＷＡＶＥ第39回写真展 ・・・・・・・ 一般展示室3
　日本リアリズム写真集団浦和支部第13回写真展
　 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 一般展示室4
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「MOMASのとびら」のページ
https://pref.spec.ed.jp/momas/MOMASのとびら

アート体感ワークショップ

MOMASのとびら

一般展示室 (地階 )

MOMAS コレクション （収蔵品展）

※当館に専用駐車場はありませんが、提携駐車場「タイムズ 埼玉県立
　近代美術館東」では駐車料金の割引があります。
　お体の不自由な方のご来館には業務用駐車場を提供いたします。
　ただし、台数に限りがありますので、事前にご連絡をお願いします。

交通・JR京浜東北線 北浦和駅西口より徒歩3分（北浦和公園内）。

発行・埼玉県立近代美術館　編集・佐藤美絵／菊地真央　原稿執筆・  (K.M.) 菊地真央 / (O.I.) 大浦周 / (H.I.) 平野到　広報協力・ JR 東日本大宮支社 

※ 本紙記載の展覧会やイベントは、変更・中止となる場合があります。ご来館前に当館ホームページで最新情報をご確認ください。

彩の国
埼玉県

美術館ホームページ

所在地・〒330-0061 埼玉県さいたま市浦和区常盤 9-30-1
TEL・048-824-0111　FAX・048-824-0119　MAIL・p240111@pref.saitama.lg.jp
開館時間・10:00～17:30（展示室への入場は 17:00 まで）
休館日・月曜日（7/21、8/11、9/15は開館）、6/24～27
入館料・無料　観覧料・上記をご覧ください。

ミュージアムショップおすすめ商品

　ちょうど50年前の1975年6月、京都市立芸術大学の版画
教室の4回生であった山本容子（1952年旧浦和市生まれ）
は、京都のアート・コアギャラリーで初めての個展を開きま
す。カミソリ、バンドエイド、おろし金といった身の回りの小
物を版面の隅に型押し（転写）をして、それを手本にしながら
同じ形を繰り返し描いた銅版画を発表します。それらは後に
〈JUNE BRAND '75〉というシリーズ名が付されました。フ
リーハンドの描画で同じモチーフが緩やかに集積され、アル
ファベットの活字が添えられた画面からは、軽やかな視覚的
なリズムが伝わってくるだけでなく、何やら物語が生まれて
くるような予感すら感じられます。2004年に刊行された自
叙伝『マイ・ストーリー』のなかで、作者は当時の制作をこう
振り返ります。「むろん、正確に同じ形にすることなどできる
わけがない。反復不能としての反復、とでもいえばお分かり
頂けるだろうか。たとえば、いつも同じ言い間違いをする人
を見て感じるユーモアと、似た領域のものだ。」初個展で発表
された作品群を改めて見ると、この作家の志向性の核が、す
でにはっきりと表れていることが分かります。
　山本容子が美術を志し、作家として自己形成していった
1970年代は、戦後の日本の美術が重要な転換期を迎えてい
た時代でした。欧米の最先端の美術を後追いするような、日
本の美術のそれまでのあり方を疑問視する動きが1960年代
末から浮上し、美術の概念や制度、表現の原理、自己と外界の
関係などを、自分たちの足元から問い直す気運が高まりまし
た。表現することよりも、美術や表現をどう成り立たせるべ
きかを考えることが重視されたのです。手わざや自己表現を
介在させた作品は敬遠され、事物やイメージをそのまま提示
したり、制作のコンセプトやプロセスを明示したりする作風
が議論の対象になっていきます。それに連動して、写真や版
画を用いた制作も盛んになり、複製メディアへの関心が高ま
っていきます。　
　京都市立芸術大学に通うなかで、同時代の美術状況に徐々
に接していった山本容子は、その様子を前述した『マイ・スト
ーリー』で詳しく記しています。同書は私生活も含め自らの
軌跡を率直に綴ったものですが、山本容子が大学時代にどの
ような人たちと出会い、銅版画を選択し、作家としてスター
トを切ったかを知る上で貴重な証言になっています。とりわ
け、京都市立芸術大学において1970年に新設され、開放的な

雰囲気に満ちていた版画教室で、恩師の助教授・吉原英雄と
その教室の先輩たちと過ごした時間は刺激的で、かけがえの
ないものであったと語っています。例えば、吉原英雄につい
ては、「中原佑介の企画した伝説の企画展〈第十回東京ビエン
ナーレ 人間と物質〉のどこが素晴らしかったかを、カタログ
を見ながら逐一説明してくれた。モノ派とはなにか、ミニマ
リズムとはなにか、わたしたちは実作のあり方を通して考え
ることができた。この時期に受けた学恩について、あらゆる
感謝をしても足りない」と回想しています。また、1974年に
版画教室の先輩の木村秀樹が、写真を用いたシルクスクリー
ンのシリーズ〈えんぴつ２〉を第九回東京国際版画ビエンナ
ーレに出品し、京都国立近代美術館賞を受賞したときの驚き
を、「身近な仲間が、いきなり世界の芸術シーンに躍り出た瞬
間を、目の辺りにしたわけだ。」と綴っています。
　こういった1970年代の美術状況の真っ只中で、山本容子
が銅版画家として第一歩を踏み出したことは、この作家につ
いて考える上で重要です。当時、国際的に版画が脚光を浴び
ていた点を考えると、版画家を目指したことは、時代の潮流
の中にいたと言えるかも知れません。しかし山本容子が最終
的に選んだのは、注目を集めていた写真製版によるシルクス
クリーンではなく、手描きの線の表情を生かせる銅版画でし
た。また、自在な描画による表現が避けられていたこの時代、
多くの作家は事物やイメージを転写したり、行為を反復した
りするシステマティックな手法をもとに、そこから生じる差
異やずれから、表現の萌芽/原理を探求しようとしていまし
た。繰り返し同じモチーフを描く山本容子のシリーズ〈JUNE 
BRAND '75〉も、外面的には同時代の転写や反復といった手
法に通じていると言えるでしょう。ところが山本容子は、先
に引用したように、反復によるずれを「反復不能としての反
復」と見なし、そこに突き詰めた表現の原理ではなく、人間ら
しい「ユーモア」、言い換えれば思考や精神の余白のようなも
のを読み取ろうとするのです。
　山本容子の初個展の作風を振り返ると、同時代の空気を吸
いながらも、自らの感受性を拠り所に、1970年代の美術にお
いて先細りになった感性的な世界を表出していった様子が
窺えます。そして、山本容子の最初期の試みが1980年代の美
術を先取りするような表現であったことは、美術史的にも再
認識されるべきと思われるのです。 （H.I.）

上  《Papa Aid 〈JUNE BRAND '75〉》 1975年
ソフトグランド・エッチング、紙
下  《Papa's and Mama's 〈JUNE BRAND '75〉》 1975年
ソフトグランド・エッチング、セリグラフ、フロッタージュ、紙
この作品は銅版画技法と併用し、カミソリの箱のイメージはセリグラフ（シル
クスクリーン）の版画技法で、赤い部分のカミソリはフロッタージュで表現さ
れている。

Nerhol

夏休みMOMAS ステーション

初個展のころ MOMASコレクション「特集：デビュー50周年記念 山本容子」 
2025年6月7日（土） ～ 8月31日（日）

山本容子  《 R e d d e n  
Garden 〈After Eyes〉》 
1983年、ソフトグランド・
エッチング、紙

小松崎邦雄 《五月の花嫁》 1965年
油彩、カンヴァス

Nerhol 《Piano sonata 01》 2025年
©Nerhol Courtesy of Yutaka Kikutake Gallery

 各550円(税込)／H310mm×W220mm




